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二世吸虫類の cercariaの排出系統がその牙類の関係

を規定する価値のあるととは，Cort(1917）によって初

めて唱えられた． との Cortの見解は， その後 Faust

(1¥H8, 1919, 1927), Sewell (1922）などによって容

認．継承され， とりわけ Faust(1924）は， 焔状細胞

(flame cell）の数および配列を表示する型式 （模式〉

(formula, pattern）を案出して， との問題の発展に貢

献している．

その後 LaRue (1926）はこの考えを発展せしめ，排

池系統の相違がある程度まで superfamilyや suborder

の区別にまで関係があるとなした．さらにまた miraci-

di umの焔状細胞の数如何が場合によってはその自然好

類上の手がかりになる，としている．また Faust(1929) 

は，基木的な焔状細胞型式（flamecell formula [pattern]) 

にもとづいた二世吸虫類の分類を ζ とろみている．

一方 Dubois(1929）は， cercariaにおける protone-

phridiaの 2つの型の存在を指摘し，これが 2つの dis-

tinct rhabdocoel stocksからの descentてあるととを示

指し， Komiya (1938, 1942）は cercariaの旺胞から

metacercaria，成虫にいたるまでの排出系統の発展を追

跡している．

排出系統のうち排出嚢の形態が自然分類と関係あるこ

とは，すでに 以前から明らかにされていたが，Hussey

(1941), Kuntz (1952）らは二世吸虫類の排湘嚢の形成

に2つのととなった方法のあるととを明らかにし，non

epithelial bladderを有する群のほうが primitiveであ

るとなしている．

その後 LaRue (1957)はかかる排出嚢の 2つの形成

方法を自然牙類上に導入し，二世吸虫類を Aepitherio・

cystidiaと Epitheliocystidiaの 2つの suborderに大別

し，排湘系統および幼虫形態のその他の形態的特長に準

拠したその family以上の分類をことろみている．

( 41 ) 

以上のように二世吸虫類の排湘系統は自然分類上きわ

ゆて重要な関係をもつものであるが，その観察方法は現一

在てはもつばら生鮮標本てのそれによらねばならず，と

りわけ焔状細胞の配列状態を明らかにするととは，場合

によってきわめて困難とされている．

て，以下とこでは，二世吸虫類の排出系統の観察方法

についての注意をのべるとともに， その発注の 概要と

tax a との関係について若干の考察を試みるとととする．

排池系統の観察方法

二世吸虫類の排泊系統の観察はすべて生鮮標本によら

なければ行えない．この観察は排出孔をも含めての排池

嚢，排出管の形態および走行，ならびに焔状細胞の数お

よびその配列状態の 3つの要素を含む．そのうち前2者

は比較的容易に観察しうるが，最後の焔状細胞の数とそ

の配列状態の見え方には，観察時における虫体の条件に

よってい難易性がある．

右のうち本来の protonephridiaたる焔状細胞は，体

内の metaboliteたる 可溶性老療物を鴻過してとれを排

担管および排池嚢を通Uて排世せしめる役割を有するも

のであるが，乙の場合漉過排出作用に参与する焔状細胞

の繊毛は，虫体の活力が強大てある場合には，きわめて

迅速に顛動するため鏡下にあってはその運動が認めがた

い．かかる焔状細胞の存在の認識はもつばらその内部の

繊毛の顧動を認識することによっているのであるから，

したがってかかる状態にあっては焔状細胞そのものの存

在の認識が困難てある．また焔状細胞につづく 毛細管か

ら排出嚢にいたるまでの排湘管は，多くの場合正常時に

は原則として週期的な拡張， 収縮の過程をくり返してお

り，したがって叉その収縮期においてはその存在がなか

なか認めがたい．

しかるに虫体の生活力がようやくおとろえてくるにし
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たがって，焔状細胞の繊毛の頭動運動は次第に鈍化し，

とれがある程度まで鈍化した時にはその活動が明瞭に看

取し得，一見あだかも焔の燃える時の額動のように見え

る．乙れがとの細胞の焔状細胞と名づけられた所以であ

る．いずれにもせよとの時期においては，繊毛のかかる

状態が明瞭に看取しうるが故に，とれを媒介物として焔

状細胞の存在とその位置とを確めうるのである．焔状細

胞がこうした状態に至った場合には，同時に毛細管をも

含む排1世管は，その活力も同時によわまり，したがって

これらは大体において拡張したままに止る． そしてそ

の内部は尚未だ繊毛により流下される鴻過排出液体が存

在するので，排出管の走行自体も亦明らかに認め得られ

る．なおかような状態における虫体は，その活力がすで

にかなりの程度衰えているので，虫体自身が概ね静止の

状態を持続し，とのことも叉同時に排池系統の観察を容

易ならしめる．

しかし虫体の活力が更に弱まってくるにしたがって，

焔状細胞の繊毛の活動も次第に更に鈍化し，ついにはそ

の活動を停止するUこいたる．熟練した観察者であれば，

額動を全く停止した場合においても焔状細胞の存在と位

置とを確めることは，きわめて困難ではあるが可能てあ

る．が，初心者には繊毛がその活動を全く停止した場合

には，繊毛の活動がきわめて迅速である場合と等しく，

焔状細胞の存在とその位置とは殆んど確かめ難い．

そ乙て排出系統，とりわけその焔状細胞の数，位置お

よびその配列状態を，できるだけ容易に観察するために

は，まず虫体を前記のごとき状態に，できるだけ簡便に

かっ短時間に招来せしめ，しかもそうした状態に出きる

だけ長時間保持せしめるための技術が必要となる．

その一つの条件としては，出来るだけ新鮮な虫体を使

用することである． 具体的には， cercariaの揚合なら

ば，できるだけ海出直後のものを使用するζ とである．

但しとの場合，中間宿主を器械的に破砕し，器械的に取

り出した cerc訂 iaを観察の対象とする場合には，慎重

なる注意を要する．何となればとの場合？とおいて取り出

された cercariaは通例未熟なものと成熟したそれとが

混合している．が，未熟な cerc訂 iaの焔状細胞の数と

その配列状態は， 未だその発達の途上にある場合が多

く，成熟 cercariaのそれとは全く異なっている場合が

多いからである．しかるに元来，種の鑑別，その他好類

上重要とされる cercariaの焔状細胞の型式は，成熟

cerc訂 iaのそれを意味するものである．

metacercariaの場合にあっては，排？世系統の観察に先
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だってとれを脱嚢せしめることが必要である．乙の際被

嚢の薄いものはスライドグラス上に之をとり，カバーグ

ラスの上から軽圧を加えるだけで充牙てある．が， zft?t血

脊推動物を終宿主とするものは被嚢が一般に厚く強靭て

ある．かような種類のものは，まず人工胃液次いて人工

腸液に浸漬，必要に応じて胆汁を加えるとき（37°C内外

て〉は，容易に脱嚢せしめうる場合が多い． また横川

〈未発表〉によれば， 湿潤した漉紙上に肺吸虫の meta田

cercariaをおき，探針を用いて器械的に脱袋せしめうる

という ．総りて虫体を傷つけるととなえ器械的に脱嚢せ

しめたものの方がp 排出系統の観察には適している．活

力が大きいからである．

cercariaないし吸虫類幼虫の排世系統の観察は， 虫体

を生きたまま常水，生理的食塩水などに封入し， cover-

glassの上方から通例 ocular×10ないし×15, object × 

100，油浸装置下て検鏡する．

この場合封入液は，淡水産巻貝などの浸透圧とほぼ等

圧の 0.6%の生理的会塩水を使用すると，排出管，毛細

管等の識別が明瞭となるようである．また場合によって

は Alizalinsiccaの稀薄水溶液て生体染色を試みると，

その識別が明瞭になる場合がある．

被検虫体は腹面を上方にしてとれを観察するのが一般

に便利てある．けだし排出管および焔状細胞の牙布は腹

面の表皮近くに存在する方が多いからである．が，勿論

背面近くにも存在する． 分割因子（factorof division) 

が 3である場合には，各校ともその焔状細胞の 2コは腹

面， lコは背面というふうに規則正しく牙布されている

場合がある．かように第8次排出管から数条の毛細管に

つながる焔状細胞が存し，そのうちのいくつづっかが

腹，背面に分れて牙布する場合においては，注意しない

とその一方面のみを観察して，他面の焔状細胞の存在を

見落すことが有りがちである．けだし上記の顕微鏡の拡

大率（ca.10×100）ての検鏡時においては， 虫体の腹

表面近く焦点を合せるときはその厚さのため背表両近く

は観察不能であるからである．故に特に毛細管の走行の

追跡時にあっては，微動螺旋をたえず駆使してその走行

および焔状細胞の位置に焦点を合せつつ観察を行う必要

がある．

虫体をその腹面を上方にして固定するためには，まず

虫体を封入液と共に coverglassの表面上に取り，虫体

がその表面に吸着したときに，すばやくとれを裏返しに

して， slideglassの上にのせれば，その腹面を上方にし

て slideglass上に位置することができる． 虫体を初め



から slideglass上に取ると，多くの虫体はすぐにその

硝子面に吸着してしまうので，その上に coverglassを

のせれば，虫体は背面を上方にして固定されてしまう．

虫俸を封入液て slideglassと coverglassとの聞に

単に封入したままでの観察は， 2つの点て不利て〉ある．

1つには一般に封入液が多すぎるために虫体は 2つの硝

子面の中を自由に活動するため，排1t!t系統の観察が行い

にくい．また 1つには，封入液が slideglassと cover

glassとの合端から自由に蒸発するため， 丁度観察が好

適となった時から蒸発のための虫体の死滅に至るまでの

II与聞があまりにも短く， lつの標本についての充分な観

察は殆んど不可能である．

乙の点に関し Vogel(1936，未発表〉註は，虫体を封入

した coverglassの四周を加熱ワゼリンで封じ，虫体の

観察可能時聞を延長することに成功した．

生きた虫体の封入に際して注意すべきことは， slide

glassとcoverglassとの聞における虫体封入の状態如何

である．この封入がゆるやかに過ぎると，第1に虫体の

厚さが厚すぎて排前系統は充分明瞭に認めがたく，第2

に虫体が両硝子面の間を活溌に運動するため，排？世系統

の詳細な観察が妨げられる．虫体を両硝子間の 1カ所に

同定せしめるためには，両 glass聞の封入液の量を加減

し，虫体の吸盤が圧迫せられる程度の厚さに虫体が同定

せられるように封入液量を調節することである．との程

度の厚さに虫体を保っと，排出系統の全貌は周囲の組織

との区別を明瞭にして浮ぴ上り，その識別は容易とな

る．

以上の適当なる虫体の厚を保ってこれを生きたまま標

木面に同定するために，筆者は，まず虫体を両 glass聞

にやや多量の封入液をもって封入し， これを顕微鏡下

（実体双眼顕微鏡が便利てある〉にもたらし，之を観

察しつつ漉紙を用いて両 glass聞の封入液を吸いとりつ

つ，丁度虫体の厚さと固定が排出系統の観察を容易なら

しめるように固定する．その要領は，虫体が固定されて

排出管が明瞭に現われ初める時を以て，封入液の吸いと

りを止める乙とである．それ以上に封入液を吸い取りす

ぎると，虫体は薄く圧迫され過ぎて間もなく死滅ないし

破壊されてしまう．

かような適当の状態に新鮮な虫体が延平固定された時

に，両 glassの四方め間隙を加熱ワゼリンで封じ，かか

註 ζ の Technicは筆者が Vogelに直接教示をう ，

けたものである．
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る標本について排出系統の，特に排出管等の走行，焔状

細胞の配列の状態等を観察すれば，その観察可能時聞は

1標本について少くとも 1時間以上， ’場合によっては連

続数時間の観察も可能てある．

排出系統，とりわけ焔状細胞の数と配列状態の正確な

様相は，虫体によっては同一標本てはなかなかその全観

察を完了することは困難てある．かような場合には，ま

ず第8次排前管までの数と走行を決定し，ついて、各第8

次排mt管に所属する焔状細胞の数と配列 ・走行を順次に

決定してゆくやり方を取る．被霊源腺細胞（cystogenous

gland），穿刺腺細胞（penetrationgland），頭腺細胞（ce-

phalic gland）の存在のため焔状細胞と第3次排出管との

関係が見きわめてにくい場合には，標本を時にはやや厚

く，時にはできるだけ薄く固定して，背腹各面からの種

々なる観察が必要とされる．

( 43 ) 

焔状細胞型式（flamecell formula）を決定するまでに

は，少くとも各第3次排出管の観察を数個の標木につい

て行い，その同一なる事を確めてから，之を決定する注

意が必要である．時として同一種ても異った個体により

僅少の差異の存する場合が存在しうるからである．叉同

ーの第8次排出管？と所属する，また背腹何れかの焔状細

胞を見落すととのないように注意する必要がある．

前に一寸ふれたように， cercariaにおける焔状細胞の，

数と配列状態とを観察するに当ってしばしば障害になる

のは，被嚢原腺細胞（cystogenousgland），とりわけ不7

透明なそれの存在である．たとえば Fasciolidaeなどのh

cercariaにおいて，こうした乙とが認められる．乙の障

害を除く便法としては， cercariaをまず encystせしめ

その被嚢原腺の内容を放出せしめた後，約24時間以後に

おいて cyste中の metacercariaを脱嚢せしめ， 乙のも

のについて排池系統の観察をおζ なう方法がある. Fas‘ 

ciolidae, Notocotylidaeなどのように外界の物に附着

encystするものは， metacercariaの時期に metamor-

phosisを行わないから，焔状細胞型式は成熟 cercariaの

それと同ーであるのが普通てある．

metacercariaの焔状細胞の数とその配列状態を観察す、

る場合，その排出基および予備排j世嚢（reservebladder) 

中に排出類、粒が充満していてその状態の観察が妨げられ

る場合には， あらかじめとの metacercariaを脱嚢せし

め，とれをしばらく約37～42?0の生理食塩水に移してお

く.metacercariaはこの場合きわめて活溌な活動を展開

し，体内の排出頼粒のほとんど大部分は排出孔を通じて

体外に排出され，虫体は透明となるから，そうした虫｛本
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についてその観察を行うことが推奨される．

排湘系統と自然分類

taxonomyが自然分類を意味する以上，それは宗族発

生に基礎をおいたものでなければならないことは云うま

でもない．しかし宗族発生的な発達を直接追跡すること

が殆んど不可能である限り，個体発生上の所見をその手

がかりとするととは，合理的である．

一方成虫の形態学上の類似は，宗族発生の途次におけ

る convergencyによって生ずる事が有りうる以上，実

際上は宗族発生的には遠縁のものが著しく近似している

ととも有りうる．吸虫類幼虫の形態およびその発達過程

を自然牙類の重要な手がかりとする根拠は， ここにあ
『

Q.  

かかる見地にたてば，かつては分類上の重要な基礎と

なっていた吸盤のごときは，宗族発生上においては，は

るかに後代において発達したものであると考えられるの

で，それほど基礎的（fundamental）な分類の基準とは

なりがたい．たとえば，筆者の経験によれば Paracoe-

nogonimus ovatus (Cyathocotylidae）の metacercariaに

おいては，その終宿主への感染可能なものにあっても，

腹吸盤を欠如しているものが多々存するが，これらを終

宿主に感染せしめるときは，数日にしてそのすべての個

体においてその形成を認めうる（Komiya, 1938). 

また生殖器官等も．無性生殖の最終形態たる成熟 ce-

rcariaの時期において，また大部牙の二世吸虫類の meta-

.cercariaの時期においてすらも，いまだ充牙に各器官に

骨化しないままのいわゆる genitalprimordiaとして止

っている場合が，かなり多くの事例において認められ

る．

これに反して排湘系統は， 焔状細胞， 排出管， 排出

孔の各部牙ともすでに miracidiumおよび parthenitae 

くsporocystおよび redia）の時期において存在する．た

だし排出嚢の形成は parthenitaeの以前の時期において

は認められず， miracidiumのそれと等しく， l対の排

池系統はおのおの独立に体の両側にそのまま関口してい

る．

焔状細胞の数は， miracidiumの時期にあっては l対

のものと 2対のものとあり，終始その時期を通じて一定

てあるが，このことは taxaと緊密な関係を有する．

parthenitaeにおける排池系統にあっては， 焔状細胞

の数はかなりな数まで増加しうるが，排出系統自体の形

態は miracidiumのそれのそのままの発展をしたものと

( 44 ) 

見られ，同一種聞の個俸においても，その数および配列

状態には厳密な規則性は認められない．したがって pa“

rtenitaeの排出系統は，安子類学上それほどill要な規準と

はなり得るほどの好化を示していないようである．

とれに反して cercaria にあっては， taxa によって

その排世系の形成過程， その protonephridiaのタイプ

におのおの異った 2つの方式があり， 乙の過程は匪胞

(germ ball）から cercariaの形成過程において進行し，

mature cercariaにおいて形成されたその形態は，ひき

つづき成虫にいたるまでその形態は保持されている．し

たがってこれらの 2つのタイプが二世吸虫類の牙類上基

本的な意義を有っとの LaRue (1926）および Dubois

(1929）の見解は正しい．

成熟 cercariaにおける焔状細胞の数および配列の型

式は，きわめて少数の例外を除いて，同一種（species)

においては一定不変の型式を有し， との型式が同一科

(family）または同一属（genus）に属する種においては

つねに一定の基本的な型をとるであろうとの考えは，

Faust (1929）により示唆，発展せしめられている．が，

との点に関してはなお検討すべき余地があるようであ

る．

成熟 cercariaの排出系統型式（excretory formula) 

が種により常にほぼ厳密に一定の型式をとる，という事

実は，充牙注目に価する．けだし cercariaにおいては，

これが終宿主内に寄生するにいたるまてには，広汎な変

態をおこなうものも有るとい云い条，その有性生殖過程

における基本的な諸種器官の原形はすでに具備してお

り，これら諸器官のうちでもとりわけ排出系統は，虫体

が終宿内に入り成虫にまで発育するとしても，すでにそ

のまま発展ないし適応しうるところの基本的な形態を充

分に具備しているものと見るととができる．

Cercariaの排濯の系統

cercariaの排出系統について注意すべき事項は次の 3

つである．すなわち 1）予備排出嚢をも含む排池嚢の形

態とその形成過程， 2）排出管の好枝・走行状態，およ

び， 3）焔状細胞の数および配列状態，すなわち焔状細

胞型式（flamecell formula）の 3つである．

1) 排？世嚢

排出嚢の形態 ・成因には 2種類ある． 1つはその壁が

薄く非上皮性（non-epithelial）のそれであり，他は壁（，0

厚い上皮性（epithelial)のそれである．

筆者はさきに，いくつかの familyに属する cercaria



について，その排出嚢の形成過程を明らかにした（Ko・

miya,1938）が， その時には厚壁性上皮性の排池嚢の形

成過程の特異性には注意をJみはなかった．とれを明らか

にしたのは， Hussey(1941），ついて、 Kuntz(1952）て

ある．

cerc訂 iaの腔胞（germball）にあっては， その排出系

統は最初は左右1個ずつの焔状細胞およびそのおのおの

に連らなる排湘管より成り， ζ の両側の排出管は各独立

して俸の両側に個々に関口している．が，その後の発育

過程において，両側の排池系統の一定部牙がたがいに近

接，融合して乙こに排出嚢が形成される．

かくし、て形成された排出嚢は決して細胞性のものでは

ない．しかしなかには Fasciolidaeのそれのように，木

来の薄壁性の排出嚢がその後の発育の途次において筋繊

維およびその他の組織に包まれて，一見厚壁性のものと

見まぎらわしい外観を呈することはあるが，仔細に調べ

るととれは決して細胞性のものではない（Kuntz,1952).

かような排1世嚢の非上皮性形成は， Strigeatoidea,Schi-

stosomatoidea, Clinostomatoidea, Brachylaimoidea, 

Azinoidea, Echinostomatoidea, Paramphistomatoidea, 

N otocoty loideaなどにおいて認められる（LaRue,1957). 

厚壁性上皮性排出嚢の形成過程も，その最初は左右1

条ずつの第1次排出管の融合によりまず一時的に原始的

な排湘嚢が形成されることは，前者と同様てある．が，

そうのちに mesodermに起因する細胞塊が融合した排

世管の部位に向って移動し，その周囲にー列の細胞層を

形成する．とれにつづいて最初の排出管の薄皮は退化

し，上皮細胞のみが排世嚢の壁として残る．かような排

油嚢形成を行うものとしては， Plagiorchioidea,Alloc-

readioidea, Opisthorchioidea, H己miuroideaなどがある

(La Rue, 1957). 

なお Hussey(1941）は前者の排出嚢形成方法を原始

的な方法てあるとなしているが， LaRue (19 27)は，

右の排出嚢形成の差異にもとづき， 二世吸虫類を Ae-

pitheliocystidiaと Epitheliocystidaの 2つの suborder

に分けているが，これはきわめて妥当な牙け方であると

考えられる．

予備排出嚢（reserve bladder）の形成は cerc訂 iaの

時期にはほとんど見られない．が， metacercariaの時期

においては，たとえば Strigeidae,Diplostomidae, Cya-

thocotylidaeなどの familyのごとく，その metacercaria

の時代にきわめて広汎な変態をおとなうものにあって

は，総Uてその形成，発展が著明であって，乙れの形態

如何がある程度まで種の区別上に役立つ．

2. 排湘管
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排出系統形成の初期にあっては，排出管も 1対の焔状

細胞につづく各1条の第1次排世管のみであるが，排出

嚢形成が行われる時期以後においては，焔状細胞の数の

増大とともに漸次好枝し，第1次，第2次，第8次の排

出管にまで発展する．

この場合注目すべきととは， Dubois(1929）の指摘し

た protonephridiaの 2つのタイプの存在てある． これ

には stenostomaと mesostomaとあり， 前者は主要排

池管が咽頭または口吸盤の部位まて、伸長した後，ことで

屈曲，逆にある程度後方に向って進み，そこで初めて前

後の第2次排管を受ける． 一方 mesostomaタイプの主

要排出管は， cercariaの腹吸盤またはそのやや上方まで

進んでそとて直ちに前後の第2次排出管を受ける．この

場合前者の排出管には通例その数カ所に ciliaを有する

が，かかる両タイフ。の好化は Kawana(1940）が指摘し

たように， cercariaのかなりの早期において明瞭に区別

しうる．事実同氏は Fαsciolahepaticaの cercariaを，

乙れが rediaの体内に存在する匪胞の時期においてすら

も，それが排出管内に ciliaを有しているととにより，

rediaの腔胞と区別することが可能てあるとなしてい

る．

なお stenostoma タイプの cercariaにあっては， す

でにある程度幼若なものにおいても，その第1次排出管

の排出嚢に直結する腹吸盤一咽頭聞に存在する部号が膨

大し，との部にすでに多くの排f世頼粒を有するのが常で

ある．

また， cercariaの左右の排出管が，将来 metacercaria

におけるその連絡を前提として，左右の排池管から短い

盲管に終る側枝を出す場合も認められるが（例えば Stri-

geidaeに属するある種の cercaria），これらは一定の

species, genusなどにおける特徴となりうるものであ

る．

3. 焔状細胞の数とその配列，および焔状細胞型式

(flame cell formula) 

焔状細胞の数および配列状態を簡潔に表明する方式は

Faust (1924）によって案出された． いま成熟 cercaria

の焔状細胞の数およびその配列状態を見るに，まず排出

嚢の両側から第1次排出管（primaryexcretory canal, 

主要排？世管 maine. c. ともいう〉が発し，とれが両種の

protonephridia のタイフ。において，ほ1~腹吸盤の上側方

叉はζ れに相当する部分て，前後の第2次排1世管（an-

( 45 ) 
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terior and posterior secondary excretory canals）に好枝

する．との第2次排出管は更に若干の第3次排湘管に各

々牙枝し，この各々の第3次排出管に，各管とも定数の

若干の焔状細胞がそのおのおのの毛細管（capillary）に

よって受領される．

いま，前第2次排出管が 2条の第3次のそれに，後第

2次排出管が 8条の第8次のそれに牙枝し，これらの各

牙枝がそれぞれ 8個の焔状細胞を受領すれば，各例の焔

状細胞型式（flamecell formula）は，それぞれ

〔c3 + 3) + c 3 + 3 + 3 )J 

をもって表明しうる．この場合前方のカッコ〈 〉内の

数字は前第2次排出管への，後方のカッコ（ 〉内の数

字は後第2次排池管へのそれぞれの第3次排出管に連絡

する焔状細胞数を示しているととは，云うまでもない．

以上の数字のうち各項の数字“ 8”は，各第 8次排出管

の受領する焔状細胞の数であるが，通例この数字は，す

べての第8次排出管について同ーである註. Faustは

この数字を「号割因子」 (factor of division）と名づけ

た．

いまとの factorof divisionを句”で現わすとすれ

ば，上の式は

〔（n+n)+(n十n+n）〕

て表明しうる．なお以上の式は 1側の焔状細胞の型式

(formula）であるから，両側のそれを表明するため上式

は

2 〔（n+n)+(n+n+n）〕

と“2”倍して現わされるのが普通てある． また後

第 2次排出管の最後の群の焔状細胞が， 岐尾 cercaria

(fur℃ocercous c.）にあってはその尾部にまて入りこんで

いる場合があるが，かような場合には，尾部に位置する

焔状細胞数を角カッコ〔 〉て囲んて表明する．たとえ

ば前事例て最後尾の第 3次排池管の受領する 3個の焔状

細胞が全部尾内に位置するとすれば，との式は

2 〔(3+3)+(3+3十〔 8〕〉〉

として表明される．

4. Cercariaの焔状細胞型式の発展

cercariaのもっとも未発育な時期における焔状細胞は

そのいずれの種類にあってもひとしく左右各1個である

と考えられ，これは各独立した排出管により外部に連絡

註 まれに第3次排？世管がさらに第四次Dそれに分

枝，そのおのおのが定数のl居状細胞を受領する場

合もあるが， かかる場合 formulaにおいては，

第四次のそれを第三次のそれに準じて取扱う．

( 46 ) 

する．との場合にはいまだ排出嚢は存在しない．排？世嚢

が形成されはりめる時期にあっては，すでに前後第2次

排出管の区別が生G, との第2次排池管は初めは各1

個ずつの焔状細胞を有する． ととまではいずれの種の

cercaria ても問機である．これを formulaて現わせば

2 〔（ 1)+(1)〕

2 〔（ 1+1)+ (l+l)〕

となる．

しかしそれ以後においては，種，属などの異なるにつ

れて，前，後第2次排出管の受領する第8次排出管ない

し焔状細胞の数は，多かれ少なかれ次第に増大し，成熟

cercaria (naturally emerged cercaria）においては，少

数の例外をのぞいて，少なくとも同・ speciesの各個体

の cercariaは同ーの焔状細胞型式をとるにいたる．す

なわち同一種の cercariaの個体の前後第2次排i世管の

受領する第8次排湘管の数，および各第8次排管の受領

する焔状細胞の数（分割因子 factorof division）は同ー

である．

ただし牙割因子の数がある程度多くなると，同一種内

の cercariaの個体聞で， 時として基本的の分割因子数

より 1～ 2個の焔状細胞の増減が存することもあり，ま

た同一個体内の各第8次排出管の受領する焔状細胞の数

にも，同様の変異が認められるとともある．具体的には

かかる変異が認められるのは，少くとも分割因子数が 6

以上の場合に限られている．

5. Cercariaの焔状細胞型式と二世吸虫類の自然牙類

成熟 cerc紅 iaの焔状細胞型式が同一 species間の個

俸については，きわめてわずかの例外をのぞいて一定て

あることには疑いはないが， それでは同一 genus間，

同一 family聞における各 speciesにおける関係はとい

うと，これには必ずしも概括的に規定されうべき規則が

あるとは云い切れない点も存する．

たとえば PlagiorchiidaeLi.ihe, 1901において，焔状

細胞の判明しているものは Plagiorchis(P. muris Ta -

nabe, 1922 : Yamaguti, 1943), Alloglyptus (A. ereル

shawi Byrd, Hl50 : Byrd, 1950 ), Opisthioglyphe (0‘ 

ranae (Froelich, 1791) : Komiya, 1938), Opithogト

nimus (0. fariai Leao et Ruiz, 1942 : Leao et Ruiz, 

1942 : 0. Serpentis, Artigas, Ruiz et Leaδ，1943: 

Artigas et al., 1943), Dasymetra (D. violacea Byrd, 

1935 : Walker, 1937), Leptophyllum CL. stenocotyle 

Cohn, 1902: Ruiz, 1951), Paurophyllum(P. simplex 



Byrd, Parker et Reiber, 1940 : Byrd et al. 1940), Ze-

ugorchis (Z. enrimus (Talbot) 1933 : Talbot, 1933) 

の 8generaに及んでいるが， とれらの cercariaの焔

状細胞型式註は等しく 2〔（3+3+3)+ (3+3+ 

3) ）であり ，との familyに属する吸虫類の cerc紅白

の焔状細胞型式は，ひとしく 上式に一致しているのでは

ないか，と思われる．

しかるに例えば同じく Paragoninius周（Paragonim-

idae）に属する 8種のもの，すなわち P.westermanii 

(Kerbert, 1878) Braun, 1899 (Yamaguti, 1943 : Ko-

miya & Ito, 1950) : P. iloktsuenensis Chen, HJ40 

(Komiya et al., 1960）および P.ohirai Miyazaki, 1939 

(Y okogawa et al. 1960）の cerc紅白 の焔状細胞型式を

見るに，前2者はひとしく 2〔（ 3+3+3+3+3)

+ (3+3+3+3+3）〕てあるのに，P.ohiraiの

みは 2〔(1+1+1+1+1)+ (1+1+1十 1+

1) ）であり ，焔状細胞配列の形式は 2C (n+n+n+ 

n十n)+ (n+n+n+n+n）〕という同ーの形をとって

いるが，その牙割因子〈ここでは n）は前者は8，後者

はlと異っている．

したがって各 familyないし genus聞における成員

焔状細胞型式が同ーであるのかあるいはどの程度の差異

があるのか，という 問題は， その groupに属するある

程度の数の speciesについて個々にとの型式 （formula)

を明らかにした後に，各個の群について決定さるべきで

ある．と同時に， かかる型式（formula）の検討が 叉逆

に，乙れら各 group聞の成員の修正をおとなう手がか

りともなりうるとも考えられる．

方むことで注意すべきととは， その cercariaの焔状

細胞型式が同ーだからといって，その一事でただちにそ

れらの speciesが好類上近縁である，と速断すべきでは

ない．

何となれば，実際に認められる焔状細胞の型式は比較

的単純なものであり ，したがってその間の変異（variety)

には限界があるのに，一方二世吸虫類の speciesには数

千を以て数えられるほどの数が存し，かくして自然分類

の上からは可なり遠縁の 2つの species聞において，偶

然的に同ーの焔状細胞型式を示す可能性が決して小さく

ないからである．

註 以上のなかには成虫の焔扶細胞型式のみを明ら

かにしているものもあるが，それらの cercariaの

それは成虫の型式と同ーとかんがえられる．

( 47 ) 
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たとえば Centrocestusformosanus (Nishigori, 19 24) 

(Heterophyidae, Epitheliocystidia） の cercariaの焔状

細胞型式は 2〔(2+ 2）十(2+2わ である （M町 tin,

1958）が，Tergestia(Fellodistomatidae, Aepitheliocy-

stidia）のそれは右と同ーの型式を有していると考えられ

ている（Manter,1954）.しかし右の両者はきわめて遠

縁にあるととは， 前者の cercariaの排出嚢が上皮性で

あり ，かっとれが 五nfoldを有する pleurophocercousで

あるのに，後者の排出嚢は非上皮性てあり ，かつ岐尾型

(furcocercouの であることを考え合せれば明らかであ

る．

以上の事実は，焔状細胞型式における特徴は，かなら

ず cercariaの他の形態的特徴〔たとえば尾部の形態，

各種腺細胞の数および性質，穿刺器官の有無， 形状等）

を充牙照合参酌しつつ，牙類の手がかりとすべきもので

ある乙とを示唆する．

Metacercariaにおける娼状細胞型式の発展

metacercariaにおける焔状細胞型式は，成熟 cerc紅ia

におけるそれと同ーまたはその型式の発展した 形をと

Q . 

K9miya et al. (1942）は， cercariaと metacercaria

との焔状細胞型式の関係を検討して，とれを 8つの群に

牙けている．いまその 見解を若干補足展開してのべれ

ば，次のどとくである．

a) 焔状細胞型式が成熟 cerc紅iaのそれと全く同一 ．

なもの．

との群に属するのは，また 2つに分けられる．1つは

例えば Allocreadidae,Opecaelidae, Microphallidae, Cry-

ptogonimidaeなどの familyの各成員などのように，

その成虫がきわめて小型（普通1～2mm以下〉の吸虫

類である． この群にあっては単に metacercariaのみな

らず，その成虫も成熟 cercariaと同ーの焔状細胞型式

を有している． 焔状細胞型式は成熟 cercariaから 成虫

にいたるまで同一であって変化しない．けだしその代謝

の単位時聞における総量が cercaria より成虫にいたる

まで認めうるべきほどの著しい増大を示さないので，焔

状細胞もその数を増加せしめる必要もなく ，単にその形

態を大ならしめるだけで排出量の要請に応じうるからで

あると考えられる．

第2は例えば Fasciolidae, Echinostomatidaeなどに

おいて 見られるどとく ，stenostomatypeの protone-

phridiaを有する群に周し，厳密な意味ての第2中間宿
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主を必要としない吸虫群である．との群のものは meta-

cerc訂 iaの時期において殆んど変態を行わず註 ，した

がってその新陳代謝の要請は成熟 cercariaの場合と殆

んど変化がないと解しえられ，したがって焔状細胞もそ

の数を増加してまで排池機能の要請に答える必要がない

ものと解せられる．

b) metacercariaの焔状細胞型式は，成熟 cercariaの

各第8次排出管の細胞群に若干の焔状細胞数を加える程

度のそのわずかの増加を示すもの．

との群に属するものとしては，Opisthorchiidaeのあ

るもの，たとえば Metorchisorientalis Tanabe, 1919 : 

Opisthorchisβ.Zinens Ribolta, 1884, Cyathocotylidae 

に属するものなどがあげられる．

たとえば Metorchisorientalisの metacercariaにお

ける焔状細胞型式の発展は次のごとくである．

cercaria （恐らく ）: 2〔（5+5+ 5）十(5+5十 5）〕

ロietacercana: 

若きもの 2〔c5 + 6 + 6 )+( 6 + 6 + 6）〕

古いもの 2〔（5+6十7)+(7+7+7）〕

叉は 2〔（5十 8+8)+(9+8+8）〕

一般に 2〔（5十 5+n+ 5 +n)+( 5十n十 5+n+ 5 +n）〕

乙の場合 n二 1～4. （基本型〉

思うにとの群においては，後に記すc）群の場合におけ

るほどのその metacercariaにおける変態が著しくなく，

したがって焔状細胞の数も c）におけるほどいちじるしく

増加せしめて，増大する新陳代謝の要請に答える必要が

ないのであろう．

c) metacercariaの時期における焔状細胞型式は，そ

の発展の過程において少くともある程度の数学的な規則

性をもって発展するもの．

との群に属するものとしてはStrigeidae,Diplostomi司

dae，ある程度において Cyathocotylidaeなどに属する吸

虫類があげられる．総じてとれらは，その metacercaria

の時期において広汎な変態をおとなうものであり ，これ

らのものにおける予備排世嚢の著明な形成もその増大す

る新陳代謝の要請にともなうものと考えられるが，焔状

細胞数のかかる著明な増加も，やはりかような事態に適

応したものと考えられる．

註 この群における cerc訂 ia の主要排世管内におけ

る排世頼粒 θ存在とその metacercariaの排世襲

中におけるその稀少なるととは， ζ の群の各その

時期における代謝量の関係を暗示する

その例としては，たとえば Cotyluruscornutus(Rud. 

1808) (Tetracoりた typicaof Phillipi)(Komiya,1938) 

が挙げられる．との吸虫類の cetc訂 iaから metacerca-

ria (tetracotyle）にいたるまでの焔状細胞型式の発展は，

次のごとくである

Cercaria: 

metacercana : 

2 〔(1十1十1)+(1+1＋〔2〕〉〕

極めて幼若なもの 2〔（1十11+)+(1+1）〕 註

幼若なもの 2 〔（3十 8十 3）十（ 3十 3）〕

成熟したもの （Tetracotyle) 

2〔（ 3n十 3n+ 3 n) + ( 3 n+ 3 n）〕

成虫における燭状細胞の艶展と自然分類

成虫における吸虫類の焔状細胞の数およびその配列型

式については，上記の群のうちのa）に属するもの，すな

わちその焔状細胞型式が cercaria,inetacercariaおよび

成虫の全時期を通じて変化なき群をのぞいては，その知

見は少い．

しかし大型の吸虫類，たとえば Fasciolidae, Echino-

stomatidae, Opisthorchiidaeなどのあるもので検証され

た限り（Komiya,urns ; Komiya et al. 1942, 1953 ; 

Kawana, 1940）にあっては， これら大型の吸虫類成虫

にあっては，その焔状細胞の数はかなり著明の増加を示

すが，その配列には，とれを型式（formula）て、表現しう

るような規則性は認められない．

かくして，その cercaria,metacercaria，成虫の全時期

を通じてその焔状細胞型式が不変のものを除いては，そ

の metacercariaおよび adultの焔状細胞型式は cerca-

riaのそれと異っており ，一見その間の類似性を見出す

ことは困難であり ，かっこれらにあっては， 同一 spe酬

ciesの個体聞においても，若干の変動が認められる．

したがって成虫の焔状細胞型式が比較的簡単でかつ乙

れが幼 ・成虫の全時期を通じて不変なものにあっては，

成虫においてもその観察が比較的容易であると同時に，

そのままその family,genusあるいは種の同定上に役立

ちうる．しかしその発展がある程度の数学的な規則性を

有するものにおいては，その展開以前の基木的な焔状細

胞型式の型を見出すととは可能てあり ，この基本的な型

と成熟 cercariaのその型式との間の一定の関係を把握

する乙とにより ， これと taxa との関係を価値づける

ととは，可能である．

( 48 ) 
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THE EXCRETORY SYSTEM OF DI GENETIC TREMATODES, ITS 

DEVELOPMENT AND RELATION TO 

TAXONOMY 

YOSHITAKA KOMIYA 

(Department of Parasitology Nationαl Institute of Health、Tokツo)

The technic of the observation of the excretory system of larval digenetic trematodes was 

described and the relation of it to the taxonomy was summarized and discussed. The English 
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